
岡崎市におけるＰＰＰ・ＰＦＩの取組
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まちづくり
まちづくりとは？

まちとは？

•住宅が多く集まっている場所

•商店舗などの建物が建て並ぶ場所

•人が多く集まって生活する場所

まちづくりとは？

•住み続けたくするための場所づくり

•今よりももっと住み良くするための活動

街並みって？

•まちを形成するための要素

•そのまちの特徴を現すもので印象づける表層

方針・方向性

•まちは熟成が重要

•中途な変更や方向転換が半端な成果となってしまう

•投資が実る姿を共有するビジョンとして持つことが重要

まちの特徴・特性

•ここに来る（帰る）と○○○がある

•ここでしか無いものに出会うことが出来る

2岡崎市／企画財政部企画課



岡崎市のＰＦＩ検討事例

• 岡崎げんき館整備

• 岡崎市火葬場整備保健・衛生分野

• 岡崎市男川浄水場整備インフラ分野

• 岡崎市子ども発達センター整備福祉分野

• 岡崎市市営住宅整備市民生活分野

• 岡崎市給食センター整備教育分野
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伝馬通り

事例 岡崎げんき館（保健所等複合施設整備）
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所在地： 愛知県岡崎市若宮町2-1-1（市立岡崎病院跡
地）

開業 ： 平成20年3月

事業期間： 平成18年６月（契約）～平成45年３月 （事業
期間25年+建設・設計期間）

敷地面積： 約13,200㎡ 延床面積：約7,300㎡

階数： 地上３階、一部４階

構造： SRC造（既設棟）、RC造一部鉄骨造（新設棟）

特徴： リハビリ施設と新設施設との融合をアトリユウム
空間で一体化

駐車場： 220台（公用車用含む）

整備及び運営主体： 岡崎げんき館マネジメント株式会
社

設計： 環境デザイン研究所・大成建設設計共同企業体

工事監理： 株式会社環境デザイン研究所

施工： 大成・丸ヨ岡崎げんき館建設工事共同企業体

年間利用総数： 250,000人

利用料収入： 57,500千円（SPC主催事業費は含まず。）

プロジェクトファイナンス：岡崎信用金庫（898,000千円）、
碧海信用金庫（56,000千円）、豊田信用金庫（280,000千
円）、日本政策投資銀行（560,000千円）

消費税ファイナンス ：岡崎信用金庫（95,000千円）

市支出額： 11,292,000千円 （実質削減額約64億円）

事業概要



市民･行政・民間事業者の役割
市民・行政・民間（ＳＰＣ）の協働による運営体制のもと、それぞれの役割を
果たしながら、市民ニーズに則した健康づくりを推進することを目指します。

岡崎市

市民会議

ＳＰＣ
岡崎げんき館
マネジメント㈱

運営協議会

事例 岡崎げんき館
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ＳＰＣによる
教室開催

改善型教室 向上型教室

健康広場利用

プール利用

スタジオ利用

健康回廊利用

①必須提案教室

②提案教室 連携・協働

岡崎市による教室開催

母子保健教室
親子プール教室
健康づくり教室など

市民会議による教室開催

糖尿病予防教室
健康づくり講座

栄養サポート事業
など

事例 岡崎げんき館
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導入機能の連携について（連携マップ）

岡崎市 企画財政部 企画課 7

事例 岡崎げんき館
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プロセスマップについて

受付

施設
利用

相談

申請案内

予約

保健
業務

受付

相談

申請

健診

案内

予約

健康増
進業務

施設
利用

相談

申請

健康
チェック案内

予約

教室

子ども支
援業務

施設
利用

相談

申請

託児病後児
託児

案内

予約

施設
管理

設備
保守

建物
保守

清掃
等

警備
駐車
場

施設
保全

空調

市民
交流

地域図
書室

ギャラ
リー

貸部
屋

会議

連絡
調整

イベ
ント

SPC

役員
運営

会議

モニタ
リング

構成
企業

協力
企業

ディスク
ロー
ジャー

市

モニタ
リング

会議

関係
機関

会計
検査

視察

連絡
調整



プロセスマップについて

来館者

初回受付

健康度評価
測定

フルチェック

利用登録

登録カード
発行

利用証の
交付

利用

継続利用

健康度評
価測定

簡易
チェック

利用証の
交付

利用
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受付

昼間帯

相談

案内

申請

受理

記録

報告

夜間・休日

案内

記録

報告

受付業務部門

利用者フロー 従事者フロー

民間事業者に
おいて可能とな

る業務・・・



事例 業務の棚卸
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業務名 大分類 中分類 小分類 仕様 場所 時間 仕事量 兼務 資格

窓口

受付

対応

対面 直接対応 総合窓口
９:００～
２０:３０ １（３） 可 担当者

電話
直接対応
間接対応

総合窓口
事務室

９:００～
２１:００ １（３） 可 担当者

ＰＣ
直接対応
間接対応

総合窓口
事務室

２４時間 ２（３） 可
担当者
責任者

その他
直接対応
間接対応

事務室 随時 １ 可 責任者

情報

カウント 機械対応

記録
苦情

提案・意見

伝達

研修

業務の分類を徹底する
分類化された業務はど

のような仕様
業務に対する時間又は
人工を定量的に捉える

複数の業務を受け持つ
ことは可能か

棚卸を徹底することで不要や重複した業務
が表出したり、無駄な部門が明らかになる



業務の棚卸について

業務の見える化

QCDの推進

業務の適正化
プロセスマップ

業務のモデリング
（モディファイ）

将来の予測
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何が問題
何処で発生
何故発生

品質を上げたい
コストを下げたい
納期を定めたい

業務の流れを把握
業務の範囲

連携関係の調整

業務分担の明確化
責任分担の明確化
業務の改善化

・業務の改善及び効率化と標準化
・環境変化への対応とCSの達成
・業務範囲の明確化と責任所在の明確化

業務の棚卸

誰が？
誰に？
何を？
何時？
どのように？
どうして？

具体的なインプットに対して
明確なアウトプットが必要

業務の必要性
の精査（導入機
能の整理）



事例 浄水場更新事業
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事業概要

・敷地面積：56,000㎡
・主要施設：浄水場施設（急速処理ろ過方式）
・処理能力：68,395㎥/日
・SPC の名称
男川ウォーターパートナーズ株式会社

〈参加企業： 鹿島建設株式会社 前澤工業株式会
社 株式会社安川電機 株式会社エステム 酒部
建設株式会社 株式会社石垣 協力企業： 中日本
建設コンサルタント株式会社）
・SPC の所在地
岡崎市大平町字塚畑１（新男川浄水場内）

・資本金■契約日
６,０００万円平成25 年1 月31 日

・事業期間
平成25 年2 月1 日から平成45 年1 月末日まで

・事業費（建設費・維持管理費）
総事業費10,980,582,000 円（消費税及び地方消費

税相当額を除く。）
〔内訳〕
建設費8,603,557,000 円（消費税及び地方消費税

相当額を除く。）
維持管理費2,377,025,000 円（消費税及び地方消

費税相当額を除く。）（実質削減額約130億円））

男川浄水場更新事業



事例 岡崎市火葬場整備事業
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・敷地面積：21,232.37㎡

・施設規模：RC２階建 延べ床面積：5,119.49㎡

・火葬炉数：14基 （うち動物炉１基）

・事業期間： 平成26年３月26日～平成43年５月
31日（ 維持管理・運営期間 平成28年６月１日～
平成43年５月31日（15年））

・契約方法： 随意契約（公募型プロポーザル方式
により事業者を選定）

・契約金額： 5,516,261,028円 （金利変動、物価
変動、制度の変更等により増減があった場合は当
該増減後の額）（実質削減額約14億円）

・契約の相手方： 岡崎メモリアルパートナーズ株
式会社（岡崎市上六名町字木ノ座３番地）

・資本金： 1,000万円

・出資構成及び役割

株式会社 奥村組 （建設・プロジェクトマネジ
メント企業） 株式会社 中根組 （建設企業） 株
式会社 日総建 （設計・工事監理企業） 太陽築
炉工業 株式会社 （火葬炉整備企業） 太陽
アーモ 株式会社 （火葬炉保守・運営企業） 株
式会社 オーチュー （維持管理企業） 株式会社
オリバー （備品等整備企業） 株式会社 長大
（モニタリング企業）

事業概要



事例 岡崎市子ども発達センター等整備運営事業
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・敷地面積：4,894.72㎡

・施設規模：RC造３階建（新築） 延べ床面積4,085.86㎡

・事業期間： 平成27年６月19日～平成46年３月31日
（ 維持管理・運営期間 平成29年４月１日～平成46年３
月31日（17年））

・契約方法： 随意契約（公募型プロポーザル方式により
事業者を選定）

・契約金額： 5,715,733,623円 （金利変動、物価変動、制
度の変更等により増減があった場合は当該増減後の額）
（実質削減額約４億円）

・契約の相手方： 岡崎ウェルフェアサポート株式会社（岡
崎市日名中町6番地1）

・資本金： 1,000万円

・構成企業、協力企業及び各企業の役割： 酒部建設株
式会社（建設企業） 株式会社西井都市建築設計事務所
（設計・工事監理企業） 社会福祉法人岡崎市福祉事業
団（運営企業） 一般社団法人岡崎パブリックサービス
（運営企業） 株式会社大林組（マネジメント支援企業）
サンエイ家具式会社（維持管理企業）

事業概要
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経営会議

•作業部会

検討部会

•作業部会

検討部会

事業（議案）説明（各会派）勉強会（各会派有志）意見交換

岡崎市のＰＦＩ庁内検討事例

公表情報等共有 市民ＷＳ情報等提供

庁内

議会

市民

方針

同意

周知



事例 ＰＦＩ事業事前評価
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評価項目 適性 調査項目 適性基準

基本的な適性 施設の新設及び改築

・事業の創設
・施設の移転
・施設の建替
・施設の大規模修繕

・事業を創設する場合に整備が必要となる施設の新設
・施設を既存場所から移転して新築する場合又は移設する場合
・既存場所において施設の建替をする場合又は増築をする場合
・大規模な修繕を起点に事業を見直す必然性があるもの

ＰＦＩの特性

スケジュール ・事業着手までに２年以上の期間を有す

・基本設計又は実施設計業務を行うまでの期間がＰＦＩ可能調査
を始めてから２年以上の期間がある
・ＰＦＩ可能性調査、特定事業選定、事業者の公募にかかる期間が
包含される

事業規模
・初期投資額が１０億円以上
・年間維持管理及び運営費が１億円以上

・初期投資と維持管理等を含む総事業費での規模を算定して十
分なＶＦＭが得られる可能性を有する
・算定する維持管理及び運営の期間は１５年以上で、１５億円以
上必要

事業成果
・収入が見込める
・顧客等の利用者数を把握できる

・事業成果の計測が可能
・サービス水準の評価が定量化が可能
・サービスの質の向上が測定できる
・財政的な縮減効果が定量的に評価できる

適性評価 全ての項目に適性が有ならば適性は「有」なければ「無」

事業実施の判定フローによる評価（ＰＦＩ導入適性検討調書）



事例 ＰＦＩ導入評価調書

評価項目 評価 評価内容 評価方法

基本的条件

安定した公共事業

・公共サービスとして１５年以上の期間が確保できる。

・安定的な需要が確保される（見込まれる）。

・必要性が高いと認められる。

A：評価内容に２以上該当

B：評価内容に１以上該当

C：評価内容が見当たらない

民間経営資源の活用が

図られる

・設計・施工・維持管理・運営が包括的に発注できる。

・法規制や特段の事情等の縛りがない。

・公共の関与が必要以上にない。

・資金調達が公共よりも民間の方が適切である。

A：評価内容に２以上該当

B：評価内容に１以上該当

C：評価内容が見当たらない

公共サービスが効率的

かつ効果的に実施され

る

・公共サービスの合理化が図られる。

・公共サービスの質の向上が期待できる。

・公共サービスの目標値が明確

A：評価内容に２以上該当

B：評価内容に１以上該当

C：評価内容が見当たらない

事業の選定や事業者の

選定に公平性が保たれ

る

・事業実施の周知が十分されている。

・土地の確保（見込み）がされている。

・事業者の選定に適正な手法が導入される。

A：評価内容に２以上該当

B：評価内容に１以上該当

C：評価内容が見当たらない

事業に透明性が図られ

る

・事業主体に制約がない

・事業の各進捗段階での公表機会が設けられる

・適切なモニタリングの施行が可能

A：評価内容に２以上該当

B：評価内容に１以上該当

C：評価内容が見当たらない

事業適合性

事業の推進に客観性が

もたれる

・複数の企業からの競争が見込まれる。

・類似事業が先行事例として存在する。

・同種の事業を行う企業が存在する。

A：評価内容に２以上該当

B：評価内容に１以上該当

C：評価内容が見当たらない

事業についての業務分

担が明確となる

・事業の分担化が可能となる。

・業務にかかるリスク分担が算定できる。

・業務の要求を企業の提案として図ることができる。

A：評価内容に２以上該当

B：評価内容に１以上該当

C：評価内容が見当たらない

事業者の事業の独立性

が確保される

・事業の性能発注方式を採用する

・事業を担う民間事業者の法人化が可能

・事業に関する経費区分が独立する

A：評価内容に２以上該当

B：評価内容に１以上該当

C：評価内容が見当たらない

相乗効果やスケールメ

リットが認められる

・企業の創意工夫の余地がある。

・事業に対するスケールメリットが十分見込まれる。

・公共事業の改善が有機的に行われる可能性が高い

A：評価内容に２以上該当

B：評価内容に１以上該当

C：評価内容が見当たらない

判定
・基本的条件５点以上、事業適合性４点以上以上かつ、総合点10点以上ならば実施方針の策定及び公表へ誘導します。

・凡例（Ａ:2点、Ｂ:1点、Ｃ:0点）
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事業実施の判定フローによる評価（ＰＦＩ導入評価調書）
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事例 検討部会及び経営会議資料



事例 事業化計画（導入可能性調査）の流れ
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１．事業計画の検討

(1)施設整備目標/基本テーマ

(2)導入機能／提供サービス／
導入施設

(3)事業計画案の概要

２．ＰＦＩにおける事業スキームの検討

(1)事業方式、および事業手法等の設定

(2)事業推進体制の検討

(3)業務分担の検討

(4)リスク分担の検討

(5)事業スキームの検討のまとめ

３．ＰＦＩ導入可能性の検討

(1)導入施設等の市場調査

(2)ＶＦＭの算出

(3)ＰＦＩ導入可能性のまとめ

４．実現へ向けて

(1)事業スケジュールの策定

(2)今後の課題

基本計画

(1)前提条件の整理

(2)導入機能の精査

(3)導入施設計画の検討

(4)動線計画の検討

(5)適正な施設規模の確立

(6)配置計画の検討

(7)意匠計画方針の検討

民間事業者サウンディング 専門委員による意見集約



事例 導入施設等の市場調査（建設企業・商社）
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項目 回答

参画意欲
・業務範囲やスキームによるとしながらも建設企業からは一様に前向きな回答
・商社、他一部の企業からは最終的な建設規模次第との意見

事業形態
・健康増進施設において、公共プログラムの実施が占める割合が多く、サービス購入型が適切
・「自然食レストラン」など独立採算部分については適切な要求水準の設定やスキームの検討の要望

事業期間
・建設企業としては大規模修繕に関する提案の評価が適切に行われるのであれば、長期とした方が、ライフサイクルコスト
縮減のノウハウが活かせるとの回答
・１５年程度が適切、民間事業者としては期間が短い方が参画しやすいという回答もあり

業務範囲・リ
スク分担

・事業内容が明確であれば、保健所の検査業務などを受けることは可能
・既存施設は、事業範囲には含めた方が民間事業者としても参画しやすく、全面的な改修ならば、リスクの移転も可能であ
るとの意見
・既存施設の改修、ＮＰＯ・市民ボランティアの運営参加に関わるリスクを十分整理してほしいとの要望

コストの削減
・設計、施行、運営、維持管理を一貫して行なうことで、従来方式に比べ概ね１５％程度の範囲で削減が可能との意見が多
く、最大で２０％の削減が可能

スケジュール ・公表から入札まで、最低３ヵ月程度の確保が必要。十分な検討時間としては６ヶ月程度確保して欲しい。

その他
・大規模修繕は、見積もる精度などによってコストが大きく変動する。その点が明確な審査となるようにすることが必要
・公共の想定している施設の水準を判断するために、予定価格を公表する方式が望ましい。



ＰＦＩについて

• 真に必要な社会資本の整備・維持・更新と財政健全化

政府が推進する「成長戦略」

• 公共サービス必要性の観点

• 行政関与の必要性の整理

ＰＦＩ候補事業

• 手続き規定（現行法の仕組みを変えるものでない。）

• 公物管理規制を緩和できない。（PPPの本来スキームの阻害）

• 民間側に考えられたものでない。（民間の経営ノウハウを導入に関する手続きができない。）

ＰＦＩ法の課題

• 低廉かつ良質な公共サービスの提供 支払いの平準化 民間の事業機会の創出 公共サービス提供の行政関与の改革

• 煩雑な事務手続き 民間ノウハウの評価

ＰＦＩのメリット・デメリット

• 改正ＰＦＩの活用

インフラ事業への活用の可能性
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• 公共サービスの観点

• 行政の関与（必須業務と選択業務）

事業の公共性

• 緊急性 戦略性 環境適応性 政策性

• 財政的な措置が必要（今やらなければ～しかし）

事業の優先性

• 結果を求めることが重要 （行政サービスは事業を行うことが目的化）

• 成果を確認することが重要 （評価（事前及び事後）の必要性）

事業の効果

• 業務を徹底的に洗い出す

• 棚卸することで必ず課題が表出

事業（業務）の棚卸

• 事業（業務）の見える化 業務の標準化（サービスの要求と提供のバランスが適正）

• 業務範囲の明示化（ポジション（公民の立ち位置）の適正化）

事業のリスト化

岡崎市／企画財政部企画課

ＰＦＩ候補事業の考え方
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• 真に必要な公共サービスの提供

• 財政の健全化

公共サービスの適正化

• 公共的活動と行政活動

• 公共サービスのバランス

行政サービスの考え方

• 公共サービスの考え方 時間軸の意識 コスト感覚 パートナー感覚 評価

• 新たな発想、創出を推進

• 公共施設（機能）の集約・複合・コンパクト化

ＰＦＩ法の活用

• 公共事業を軸にした公民双方の目線を理解

• 公民共に公共事業を創出するパートナー

市場との対話

岡崎市／企画財政部企画課

ＰＦＩ導入の目的
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• 具体的に事業を推進する体制を構築

• 従来スキームをスクラップしてイノベーションを図ることが必要

事業実施主体

• 方針やマニュアル通り進むことは期待できない

• 如何に狙う方向へ落とし込むか（予算と連動 事業の行程）

事業検討主体

• 常時情報交換の場を設定（公民プラットフォームの必要性）

• 金融機関との意見交換

関係機関との調整

• 事例を幅広く活用するためのストラクチャー

• 庁内での横の繋がり

検討結果の蓄積及び反映

• 想いと思いやり 気持ちと気配り

• 合議制と自信と実施

起案と行動

岡崎市／企画財政部企画課

ＰＦＩの推進～レールづくり
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• 敵は身内にあり 伝統ある事実行為

反対勢力

• 事業を進める上での必須検討事項

• 意識の変容をすることが重要（成果主義と結果重視）

ルールのポイント

• 目標と達成の事業成果を考える

• 事業自体の目的化から脱却

事業の評価

• 活用させるためのマニュアル

• 手続きの轍

ＰＦＩ導入の手引き

• 合議制の活用

• プレーヤーとマネージャーとの連携

ＰＦＩ検討組織

岡崎市／企画財政部企画課

ＰＦＩの推進～ルールづくり
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行政機関でなくとも、公共サービスは効果的に提供される。

事例 公共サービスの民営化

〇岡崎市医師会はるさき健診センター
・検査等
人間ドック 一般健康診断
各種依頼検査

・健康に関する教室及び講座
・病診連携

〇岡崎市医師会公衆衛生センター
・検査等
健康診断（専門ドック（脳ドック、肺ドック、大腸ドック等））
特定保健指導
腫瘍マーカー 胸腹部CT検査各部MRI検査
乳がん検査 子宮がん検査 頸動脈超音波検査
胃内視鏡検査 総合画像診断コース 等

・医師等紹介
・講習会 研修会



事例 公有財産活用
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岡崎市民病院

○営業時間：7:00～23:00
○焼き立てパン
○病院介護用具
○入院準備品



事例 公有財産活用
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行政財産（公用施設）の有効利用

○庁舎内にあった売店を廃止
○ロビーの有効活用としてコンビニを誘致
○平日7:00～20:00
○土曜日7:00～15:00（H26より閉店）
○日曜・祝日閉店



事例 公有財産活用
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図書館交流プラザ

○市図書館を核とした複合施設（延床18,000㎡）
○市民交流の場
○市民活動団体の拠点
○文化活動拠点



事例 岡崎市・豊橋市公共クラウド
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税務関連クラウド 福祉関連クラウド 財務関連クラウド 住民基本台帳関連クラウド

国保関連クラウド

観光クラウド



岡崎市／企画財政部企画課 31

事例 岡崎市シビックコア交流拠点整備

・JR岡崎駅東口の約11,000㎡の公共用地
・公園 自転車駐車場 街区道路 交流拠点
・民間からの提案による事業借地
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①環境負荷の少ない
ライフスタイルへの転

換

②環境負荷の少ない
ワークスタイルへの転

換

③エネルギーの効率
的な利用の促進

（省エネ）

④自然エネルギーの
導入促進
（新エネ）

⑤環境と調和した産
業の創出・育成

⑥“自動車に頼らず
暮らせる”低炭素型の
コンパクトなまちづくり

⑦二酸化炭素の吸収
源対策

エネルギー
（エネルギーセキュリティ含む）

ＩＣＴ
（情報通信技術）

×

CO2（エネルギー）の見える化、イン
センティブの仕組みつくり、環境教
育・環境学習 等

環境エネルギーマネジメントシステ
ム、エネルギー管理、CO2管理 等

住宅や建築物の高断熱化、省エネ
ルギー機器の導入、高効率機器の
普及、次世代自動車普及に向け
た仕組みづくり 等

太陽エネルギーの利活用、市域に
賦存する地域密着型の未利用エ
ネルギーの利活用の促進 等

環境、エネルギー分野への進出や
新規事業の展開に向けた先進技
術・次世代技術の開発促進、公共
交通や自転車への転換促進 等

都市型産業や都市機能がコンパク
トに集積した都市、公共交通の充
実・利便性向上 等

森林資源を温暖化対策に活用
等

基本方針のキーワード スマートの視点 スマートの対象

まち・建物

交通

事例 岡崎市スマートコミュニティの実現

スマート水素ステーション例 FCV、FCバスの非常時利用イメージ



①必須提案教室

事例 乙川リバーフロント事業
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①必須提案教室

事例 乙川地区まちづくりデザイン事業
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まちづくりデザインシャレット

まちづくりWS

公開型WS・展示投票会



公共的活動・
行政活動

35

行政サービスの考え方

公共的活動

行政活動

利潤追求活動

公共的活動

行政活動

公共的活動と行政活動との一致

行政活動を超える公共的活動を企業
や市民等が担う？

市民等活動
（私的活動）

企業等活動

＊総務省「分権社会における自治体経営の刷新戦略」を参照のうえ一部修正

個人が実現できることは個人が行い、個人では困難なことは非効率的なことを家
族や地域社会で行い、その単位を拡げた分野に行政がある。（補完性の原則）

公共サービスの考え方

岡崎市／企画財政部企画課

単純なサービスの担い手

•サービスの担い手は拡がる一方

•サービスの組み立てが必要

プレイヤーからマネー
ジャーへ

•サービスの適否判断

•サービスの管理

•プレイヤーの総務

効率化から最適化へ

•サービスを提供すること自体
が目的

•サービス量を充足

•サービスの適正化

行政の実務は大きく変化している。

誰のために何を行うか

• 明確な目標設定と評価体制

• 守るべきものの判断

• つくり変えるものの判断

• 新たに生み出すものの判断

• 廃止するものの判断

市民ニーズの多様化等による公共的活動の範囲が拡大



公民比較

どちらの負担が大きいか？

公共サービスの考え方

プロジェクトB

事業準備 事業推進 事業監視 関係機関調整 SPC運営 その他

プロジェクトA

建設工事 基本・実施設計 設計管理 業務委託 工事等契約

維持管理委託 維持管理契約 運営委託 運営契約



公共事業の適正化

ＬＣＣ（Life cycle cost）

建設費

更新費維持・光熱水費

修繕・保守管理

イニシャル（建設）コストは、
全体事業費の大体20～
30％
更新費用（大規模修繕を含
める。）は、イニシャルコスト
と同等

建物の運用コストは、係る建
設費と更新費の和と同等

50年間の施設のＬＣＣ

期間が短長しても、割合に
不変はあまりない。

イニシャルの４倍程度がＬＣ
Ｃ
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指定管理者制度

集中改革プラン

管理委託制度の廃止

自治体出資団体の独立化

管理受託事業者の公募

指定管理者の指定

PPP/PFI

集中改革プラン

基本方針

優先的規程

事業者の選定

事業協定

制度の変更

自治体の課題

事業手法導入の契機
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•事業発案

•事業提案

事業案形成

•基本構想

•基本計画

•設計施工

事業実施

•管理運営

•サービス

•評価

事業評価

情報等共有 市民WS 協議・検討 運営サポート

・民間提案

・市場対話

・意見交換

・協定締結

・実施・運営

庁内

市民等

民間事業者

事例 公民連携
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事業説明会・フォーラム サウンディング・公募 協働
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事例 公民連携

事業の発案

事業方針の決定

実施方針の公表

市場の対話

募集要項等の公表

事業者の選定

事業契約等の締結

事業の実施

事業の評価

公民連携公共事業スキーム

PPP事業を進めるためには民間事業者からの発案又は提案を促進すると

ともにそれらを受付ける行政側の体制及び地域の同意を整理する必要が
ある。

¶ 事業発案は事業方針が確立していなければ確定できない。
¶ 方針の確定をもって市の意向を明確に公表することが実施方針
¶ 市場は可能性があることを確認するよりも市の意向を重視
¶ 市場との対話がされない、出来ない、してくれない。
¶ 契約に係る条例等の整備及び周知の徹底
¶ 民間事業者のノウハウを評価する体制
¶ 事業自体が民間側に考えられた体制となっていない。
¶ 事業自体の目的化ではなく経営化を図ることが必要

要するに、行政の考え方を変容することで公民連携を推進することは十分
可能性が高い。
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